
第５学年 ｢見立てる・生き物は円柱形｣指導案                       

 

１ ねらい 

筆者の考えの進め方や説明のしかたの工夫をとらえることができる。【読】 

 

２ 学習の流れ 

時間 主 な 学 習 活 動 教 師 の 支 援 

４分 

 

 

 

８分 

 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

３分 

 

１ 本時のめあてを確かめる。 

 

 

 

２ ｢はじめ｣と｢終わり｣の役割

を考える。 

 

 

 

 

３ ｢中｣の前半（②～⑤）の筆者

の考えの進め方や書き方の工

夫について考える。 

 

 

４ ｢中｣の後半（⑥～⑪）の筆者

の考えの進め方や書き方の工

夫について考える。 

 

 

 

５ 筆者の考えの進め方や，説明

のしかたの工夫について考え

たことをまとめる。 

 

６ 学習をふり返り，次時の見通

しをもつ。 

 

・前時の学習を想起し，本時のめあてにつなげる。 

 

 

 

・｢はじめ｣～生き物→多様→共通性→円柱形と枠組みを

絞りながら考えを述べていることを押さえる。 

・｢終わり｣～生き物の多様性を認めた上で，その中から

共通性を見いだし「なぜか」を考えることを「実にお

もしろい」とする筆者の考え方を押さえる。 

 

・④段落で敢えて例外にふれ，⑤段落でそれに答えるこ

とで説得力を強めていることに気付かせる。 

・反論を予想し，例外と思われることを敢えて書くとい

う進め方に注目させる。 

 

・⑥で自分の考えを仮定とし，⑦～⑩で２つのよさを挙

げることによって読み手が納得するようにしている

ことに気付かせる。 

・仮定→よさ という手順で，仮定の正しさを証明して

いく進め方に注目させる。 

 

・３，４で気付いたことをもとにして書かせる。 

・なぜ，そのような考えの進め方をしたのか，説明のし

かたをしたのか考えさせる。 

 

・次時の学習内容を予告する。 

 

 

３ 評価 

 筆者の考えの進め方や説明のしかたの工夫をとらえている。(ノート・発言) 

                                    

筆者は，どんな考えの進め方や書き方の工夫をしているか探ろう。 

本時５／７ H27.6.3.水 


